
富士見小学校の歴史

１ 開 校

(１) 開校年月日 昭和３８年４月１日 〈今から４７年前〉

(２) 上尾小学校より分かれる

学区〔柏座、谷津、富士見、春日、弁財、西宮下〕

(３) 開校当時の児童数・学級数

・児童数(男子２６２名 女子２６７名 合計５２９名)

・学級数 １５学級

、 、 、(４) 教室間借り…開校当時には まだ校舎が出来上がっていなかったので 上尾小

中央小の校舎を間借りしていた。

(５) 上尾市で最も大きい広さ 校地面積 ２６４００㎡ 運動場 １１９００㎡

２ 校舎等の建築

(１)校舎完成 昭和３９年５月１５日

(２)校舎完成落成式 昭和３９年６月 ３日 この日を開校記念日とする

(３)その他

・給 食 室 昭和３９年 ６月 ７日

・プ ー ル 昭和４３年 ８月 １日

・第２校舎 昭和４５年 １月２１日

・体 育 館 昭和４８年 ３月２７日

(４) 校舎等ののべ面積 ４７７５㎡

３ 校 旗

(１) 校旗制定年月日

昭和４０年１１月２３日 校歌と同時

(２) 校旗のいわれ

校名の「富士見」から、富士山の形をデザ

イン化した。３方向に力強く伸びる富士は、

「知・徳・体」を表し、仲良く睦み合う児童

を表現している。また、高く大きな理想を抱

き、それを強い心で目指していく子を育成し

たいという意味もある。

中央の「小」をつつむ形は、ペン先の形を

しており、勉学を修め、身を立て名を上げる

児童の姿を象徴している。



４ 校 歌

(１) 校歌の制定日 昭和４０年１１月２３日 校旗制定と同じ日に制定する

富士見小学校校歌
宮沢章二 作詞

大中 恩 作曲

１ ひとみ明るく 朝空に

広野の果ての 富士を呼ぶ

風よひかれ 望みよひかれ

富士見の庭に

かおる教えの 花開く(花開く)

２ 知恵の泉は ここにわき

伸びゆく力 いま満ちて

夢がそだつ 明日がそだつ

日に照る杉の

歌も楽しく すこやかに(すこやかに)

３ 励み 励まし 助け合い

学びの道を 六年来て

共にみがく たゆまずみがく

富士見のこころ

燃えてかがやく 星となれ(星となれ)

(２)校歌にこめられた思いや願い

◎１番より

富士山を望むこの富士見小学校ですばらしい教育が行われ、ここで学ぶみんな

が力をつけてほしい。

◎２番より

、 、 。互いの知恵や知識が生かされ みがかれていくと 一人一人に力がついていく

そうすれば、未来への夢や可能性もどんどん広がり大きくなっていく。太陽の光

をいっぱいあびてすくすくとまっすぐに伸びる杉のように明るくすこやかに育っ

てほしい。

◎３番より

たがいにはげまし合い、助け合いながら勉学に努めることで、ともにみがき合

、 。 「 」 。える あきらめずに努力を重ねていける力がつく それが 富士見の力や心 だ

その力や心を生かして、世の中にひかり輝くような立派な人になって欲しい。



(３) 校歌の作詞者、作曲者

〔作詞者 宮沢 章二〕

大正８年６月、埼玉県の羽生市に生まれる。 昭和１８年、東京大学

文学部を卒業する。詩人。校歌の作詞は３００校を数え、 どちらかとい

うと作詞家としてよく知られている。クリスマス・ソングの「ジングルベル」

の作詞者でもある。詩集のほか、童謡・歌曲・合唱曲などにわたって多

数の作品がある。

埼玉県文化賞、赤い鳥文学賞特別賞、文化功労賞知事表彰。 元大

宮市教育委員長。

日本現代詩人会会員、日本童謡協会常任理事、日本作詞家協

会理事、埼玉詩話会顧問等を 歴任。

〔作曲家 大中 恩（めぐみ)〕

大正１３年７月に東京で生まれる。父は『椰子(やし)の実』の作曲者

で有名な大中寅二(おおなかとらじ)である。父親の影響で歌を愛好す

るようになった。

昭和１７年に、東京音楽学校作曲科に入学。卒業直後に手がけた、

歌曲集「五つの抒情歌」、就中『しぐれに寄する抒情』（詩: 佐藤春夫）

『ふるみち』（詩:三木露風）は、今でも愛唱されている。その後１９５５

年に中田喜直らと「ろばの会」を結成。特に子どものための音楽をライ

フワークとし、現在も精力的な活動を続けている。混声合唱曲『煉瓦

(れんが)色の街』で芸術祭奨励賞を受賞する。以後、女声合唱組曲

『愛の風船』（1966年）、男声合唱曲『走れわが心』（1968年）、混声合

唱曲『島よ』（1970年）で芸術祭優秀賞を受賞する。１９８２年には時代をこえて歌いつがれている

『犬のおまわりさん』『サッちゃん』『おなかのへるうた』等を集大成した「現代こどものうた秀作選・大

中恩選集」で日本童謡大賞を受賞する。

作風は日本語の美しい言葉を生かしたメロディとリズム、その詩にもとづくイメージに合った和声

を使い、「童謡だからといって、かんたんに曲作りはしない」というきびしい姿勢がつらぬかれてい

る。また自作の童謡を合唱のためにアレンジした編曲も、日本中の合唱団で演奏されている。

１９８９年に紫綬褒章(しじゅほうしょう)を受章する。歌曲、合唱曲、こどものうた等の曲集・CDの

出版多数。土田藍（つちだ あい）という筆名で、自身の歌の作詞も手がけている。



５ 歴代の校長先生

代 氏 名 就 任 期 間 年数 住所

１ 小林 良男 昭和３８年４月１日～昭和４２年３月３１日 ４年 蓮田市

２ 秋庭 栄 昭和４２年４月１日～昭和４９年３月３１日 ７年 上尾市

３ 石川 光治 昭和４９年４月１日～昭和５２年３月３１日 ５年 上尾市

４ 橋本 一夫 昭和５２年４月１日～昭和５７年３月３１日 ５年 上尾市

５ 三澤 重雄 昭和５７年４月１日～昭和６１年３月３１日 ４年 上尾市

６ 高柳 敏郎 昭和６１年４月１日～平成 ３年３月３１日 ５年 上尾市

７ 島田 晴男 平成 ３年４月１日～平成 ６年３月３１日 ３年 熊谷市

８ 高橋 淳 平成 ６年４月１日～平成 ９年３月３１日 ３年 上尾市

９ 齋藤 馨 平成 ９年４月１日～平成１２年３月３１日 ３年 本庄市

中村 章男 平成１２年４月１日～平成１５年３月３１日 ３年 上尾市10
西尾 真照 平成１５年４月１日～平成１９年３月３１日 ４年 上尾市11
守 由和 平成１９年４月１日～平成２２年３月３１日 ３年 鴻巣市12
強瀬 誠 平成２２年４月１日～ ２年 深谷市13

６ 児童数と学級数

年度 児童数 学級 年度 児童数 学級 児童数 学級

昭和３８年 ５２９ １５ 昭和５６年 １３３８ ３２ 平成１１年 ９５７ ２７

昭和３９年 ７２４ １８ 昭和５７年 １３０５ ３２ 平成１２年 ９６５ ２７

昭和４０年 ７５７ １８ 昭和５８年 １２５７ ３１ 平成１３年 ９４２ ２７

昭和４１年 ８１８ ２０ 昭和５９年 １２２２ ３０ 平成１４年 ８８４ ２６

昭和４２年 ８５９ ２２ 昭和６０年 １１９４ ２８ 平成１５年 ９０３ ２８

昭和４３年 ９１３ ２４ 昭和６１年 １０９３ ２７ 平成１６年 ９０２ ２７

昭和４４年 ９９３ ２５ 昭和６２年 １１１２ ３０ 平成１７年 ９１６ ２９

昭和４５年 １１４５ ２８ 昭和６３年 １０８４ ３０ 平成１８年 ８８８ ２６

昭和４６年 １２５８ ３１ 平成 元年 １０２８ ２８ 平成１９年 ８６３ ２５

昭和４７年 １３２６ ３２ 平成 ２年 ９９２ ２８ 平成２０年 ８３９ ２６

昭和４８年 １４０８ ３４ 平成 ３年 ９９２ ２９ 平成２１年 ８４９ ２６

昭和４９年 １１９６ ３０ 平成 ４年 ９９０ ３０ 平成２２年 ８６６ ２６

昭和５０年 １３０８ ３２ 平成 ５年 １００４ ２８ 平成２３年 ８５３ ２５

昭和５１年 １２５７ ３１ 平成 ６年 ９９２ ２９

昭和５２年 １２７６ ３２ 平成 ７年 １０１４ ２９

昭和５３年 １３０１ ３２ 平成 ８年 １０１２ ２８

昭和５４年 １３１２ ３１ 平成 ９年 １０００ ２８

昭和５５年 １３５２ ３３ 平成１０年 １００４ ２８


